
一
・
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞

会
社
、
駅
、
な
ど
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
は
場
所
名
詞
と
呼
ば
れ
る
（
１
）
。
し
か
し
、「
会
社
へ
行
く
」「
駅
へ
い
く
」
な
ど
は
「
横

浜
へ
行
く
」
の
よ
う
に
、「
行
く
」
と
い
う
動
詞
と
と
と
も
に
使
わ
れ
た
場
合
、
移
動
先
で
の
活
動
目
的
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
が
、
固
有
名
詞
で
あ
る
場
合
、
移
動
先
で
の
活
動
目
的
が
示
さ
れ
る
場
合
と
示
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、P

ustejovsky
(1995 )

の
生
成
語
彙
論
に
お
け
る“Q

ualia
S

tructure”

（
ク
オ
リ
ア
構
造
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）

の
枠
組
み
を
利
用
し
て
、
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
が
ど
の
よ
う
な
意
味
構
造
を
持
つ
の
か
を
分
析
し
、
移
動
先
で
の
活
動
目
的
に
関
わ

る
意
味
解
釈
へ
の
影
響
を
考
え
る
。
そ
の
際
、
普
通
名
詞
に
つ
い
て
は
、
国
語
辞
書
の
意
味
記
述
を
意
味
分
析
の
出
発
点
と
す
る
。

場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
の
意
味
相

高
　
木
　
南
　
欧
　
子
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二
・
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
と
ク
オ
リ
ア
役
割

名
詞
が
持
つ
意
味
の
構
造
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、Pustejovsky

(1995 )

が
提
唱
す
る
４
つ
の
意
味
相“Q

ualia
Structure”

の
考

え
方
が
、
複
数
の
視
点
に
よ
る
意
味
記
述
が
可
能
に
な
る
と
い
う
点
で
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
（
２
）
。Pustejovsky

(1995 )

は
、
語
の

意
味
が
、
４
つ
の
ク
オ
リ
ア
役
割
か
ら
な
る
意
味
相
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
相“Q

ualia
S

tructure”

の
枠

組
み
（
３
）
を
、
国
広
（2002 b

）
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
（
４
）
。

（
一
）
意
味
相“Q

ualia
Structure”

一
　
構
成
相

(C
O

N
ST

IT
U

T
IV

E
):

T
he

relation
betw

een
an

object
and

its
constituent

parts.

（
物
と
そ
の
構
成

部
分
と
の
関
係
）

二
　
形
態
相(FO

R
M

A
L

):T
hatw

hich
distinguishes

itw
ithin

a
larger

dom
ain.

（
大
き
な
領
域
の
中
で
そ
の
物
を

他
と
区
別
す
る
特
徴
）

三
　
目
的
相(T

E
L

IC
)

:Purpose
and

function
of

the
object.

（
物
の
目
的
・
機
能
）

四
　
生
成
相(A

G
E

N
T

IV
E

):
Factors

involved
in

the
origin

or
“bringing

itabout”
of

an
object.

（
物
の
起
源
あ

る
い
は
そ
の
産
出
に
か
か
わ
る
要
素
）

こ
れ
に
従
う
と
、
例
え
ば
「
ケ
ー
キ
」
は
、
ま
と
ま
っ
た
か
た
ま
り
の
あ
る
物
質
（
構
成
相C

O
N

S
T

IT
U

T
IV

E

）
で
あ
り
、
食
べ
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物
（
形
態
相F

O
R

M
A

L

）
で
、
誰
か
が
そ
れ
を
食
べ
る
（
目
的
相T

E
L

IC

）
も
の
で
あ
り
、
誰
か
が
そ
れ
を
焼
く
（
生
成
相A

G
E

N
-

T
IV

E
）
と
い
う
意
味
相
を
備
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、（
１
）
に
示
さ
れ
た
意
味
相
の
構
造
に
し
た
が
っ
て
、「
ケ
ー
キ
」
の
ク
オ

リ
ア
役
割
を
示
す
と
、
日
本
語
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
二
）「
ケ
ー
キ
」
の
意
味
相

構
成
相(C

O
N

ST
IT

U
T

IV
E

)：

か
た
ま
り
の
あ
る
物
質

形
態
相(FO

R
M

A
L

)：

食
べ
物

目
的
相(T

E
L

IC
)：

誰
か
が
物
質
（
ケ
ー
キ
）
を
食
べ
る

生
成
相(A

G
E

N
T

IV
E

)：
誰
か
が
物
質
（
ケ
ー
キ
）
を
焼
く

以
下
で
は
、「
場
所
名
詞
」
へ
「
行
く
」
と
い
う
場
合
、
移
動
先
で
の
目
的
が
示
さ
れ
る
か
否
か
、
ま
た
、
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞

の
意
味
相
は
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
そ
の
構
造
と
移
動
先
で
の
目
的
が
示
さ
れ
る
こ
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

考
え
る
。

二
・
一
　
固
有
名
詞

名
詞
は
大
き
く
、
固
有
名
詞
と
普
通
名
詞
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
場
所
を
あ
ら
わ
ら
す
名
詞
の
う
ち
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
考
え

る
。

場所をあらわす名詞の意味相31



（
三
）
a.

横
浜
へ
行
く
。

b.

東
京
へ
行
く
。

「
横
浜
」
は
、
あ
る
か
た
ま
っ
た
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
る
が
、
有
限
の
形
を
そ
な
え
た
形
状
を
持
た
ず
、
特
定
の
目
的
も
持
た
ず
、

生
成
の
起
源
が
何
に
よ
っ
て
な
の
か
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
図
上
の
境
界
線
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
多
く
の
人
は
、
横
浜

を
地
図
の
形
を
も
っ
て
認
識
す
る
こ
と
は
な
い
。
か
つ
て
漁
村
が
点
在
し
て
い
た
村
を
、
政
府
の
方
針
で
港
町
に
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

し
か
し
す
べ
て
の
人
が
同
じ
目
的
を
持
っ
て
町
の
形
成
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
横
浜
の
場
所
す
べ
て
が
港
の
た
め
に
設

計
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
（
５
）
。
そ
の
た
め
、「
横
浜
」
の
意
味
相
は
次
の
よ
う
に
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
四
）「
横
浜
」
の
意
味
相

構
成
相(C

O
N

ST
IT

U
T

IV
E

)：
場
所
の
集
合
体

形
態
相(FO

R
M

A
L

)：

町

目
的
相(T

E
L

IC
)：

﹇

﹈

生
成
相(A

G
E

N
T

IV
E

)：

不
特
定
多
数
の
人
と
建
物
が
集
ま
る

「
横
浜
」
は
、
目
的
相
が
空
白
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、（
三
ａ
）
で
は
、「
横
浜
」
は
目
的
地
と
し
て
の
場
所
だ
け
を
示
す
の
が

デ
フ
ォ
ー
ル
ト
な
状
態
で
、
目
的
地
で
の
活
動
目
的
は
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
。
単
純
に
移
動
す
る
こ
と
の
み
で
（
三
ａ
）
の
目
的
は
達
成
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さ
れ
る
。
そ
こ
で
買
い
物
を
す
る
か
、
観
光
を
す
る
か
は
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
移
動
地
で
の
目
的
は
文
の
成
立
に
は
関
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、（
三
ｂ
）
の
東
京
は
、
場
所
の
固
有
名
詞
で
あ
る
が
、
同
時
に
日
本
の
首
都
と
広
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
目
を
果
た

す
よ
う
に
一
部
に
手
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
機
能
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
（
三
ｂ
）
は
、
単
に
「
東
京
へ
移
動
す
る
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
何
か
の
目
的
の
た
め
に
（
生
活
の
場
所
を
）
東
京
に
移
動
す
る
」
と
い
う
意
味
で
も
使
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
後
者
の
意
味
の
場
合
、
文
が
含
む
目
的
は
、
移
動
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏
で
生
活
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
含

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
違
い
は
何
に
よ
っ
て
お
こ
る
の
か
。「
東
京
」
の
意
味
相
を
考
え
て
み
る
。

（
五
）「
東
京
」
の
意
味
相

構
成
相(C

O
N

ST
IT

U
T

IV
E

)：

首
都
と
し
て
の
機
能
を
担
う
都
市

形
態
相(FO

R
M

A
L

)：

街

目
的
相(T

E
L

IC
)：

﹇

﹈

生
成
相(A

G
E

N
T

IV
E

)：

多
数
の
人
と
機
能
が
意
図
的
ま
た
は
自
然
に
集
ま
る

「
東
京
」
の
意
味
相
に
お
い
て
も
、
目
的
相
は
空
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
京
に
移
住
す
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
場
合
、
目

的
相
に
何
ら
か
の
目
的
、
例
え
ば
「
東
京
の
大
学
に
進
学
す
る
」、「
歌
手
に
な
る
」
な
ど
、
文
脈
や
状
況
に
よ
っ
て
、「
東
京
」
が
特

別
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
首
都
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
で
あ
る
は

ず
だ
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
構
成
相
や
生
成
相
の
意
味
に
、
首
都
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
特
徴
が
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反
映
し
、
そ
こ
か
ら
特
定
の
目
的
が
類
推
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

限
ら
れ
た
場
面
に
お
い
て
、
場
所
の
固
有
名
詞
が
一
般
で
は
使
わ
れ
方
を
し
な
い
例
は
他
に
も
あ
る
。
家
族
な
ど
の
間
で
、
所
在
地

の
名
称
を
、
家
の
名
称
の
代
わ
り
に
用
い
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
「
扇
島
」
と
い
う
土
地
に
実
家
が
あ
る
場
合
、「
扇
島
へ
行

く
」
と
い
う
文
は
「
帰
省
す
る
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
も
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
の
目
的
相
は
空
白
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
構
成
相
や
生
成
相
に
よ
っ
て
、
そ
の
土
地
に
親
族
が
い
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
用
法
は
、
本
社
が
東
京
に
あ
り
、
支
店
や
支
社
が
札
幌
に
あ
る
と
い
う
場
合
、「
札
幌
へ
行
く
」
と
い
う
発
話
は
、
札
幌
へ

の
移
動
、
お
よ
び
移
動
先
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
活
動
目
的
を
示
す
、
な
ど
と
い
っ
た
例
が
他
に
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

二
・
二
　
地
形
名
詞

次
に
普
通
名
詞
で
あ
る
が
、
普
通
名
詞
の
意
味
相
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
り
、
ま
ず
い
く
つ
か
の
中
型
辞
典
の
記
述
を
参
照
し
、
そ

こ
を
出
発
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
相
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
海
、
山
、
川
な
ど
と
い
っ
た
地
形
名
詞
に
つ
い
て

考
え
る
と
、
横
浜
の
例
と
同
様
に
目
的
相
は
空
白
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
と
し
て
「
川
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

（
六
）
か
わ
【
川
】

『
岩
波
　
国
語
辞
典
』

自
然
の
水
が
だ
ん
だ
ん
に
集
ま
り
、
陸
地
の
く
ぼ
ん
だ
所
を
流
れ
る
（
帯
の
よ
う
な
）
水

路
。
一
般
に
、
山
か
ら
発
し
て
海
に
注
ぐ
。

『
学
研
現
代
新
国
語
辞
典
』
地
表
の
水
が
集
ま
っ
て
、
く
ぼ
地
に
そ
っ
て
流
れ
て
ゆ
く
も
の
。
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『
新
明
解
　
国
語
辞
典
』

地
上
の
く
ぼ
ん
だ
所
へ
集
ま
っ
て
、
自
然
に
流
れ
、
海
、
湖
な
ど
に
注
ぐ
水
（
の
道
）。

『
新
選
国
語
辞
典
』

地
表
の
水
が
、
陸
地
の
く
ぼ
ん
だ
所
を
流
れ
く
だ
る
水
路
。

生
成
相
、
形
態
相
に
か
か
わ
る
記
述
は
す
べ
て
の
辞
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
成
相
に
か
か
わ
る
も
の
は
『
岩
波

国
語
辞
典
』
の
「（
帯
の
よ
う
な
）」
の
部
分
と
『
三
省
堂
新
明
解
』
の
「（
の
道
）」
の
部
分
に
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
双
方
と
も
（

）

で
括
ら
れ
て
い
る
。「
水
路
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
水
路
は
、
人
工
的
に
手
が
加
わ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
る
の
で
、
川
全

般
に
対
す
る
説
明
に
は
適
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
目
的
相
に
か
か
わ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
記
述
が
み
ら
れ
い
た

め
、
や
は
り
こ
こ
は
空
白
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
川
」
の
意
味
相
を
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
七
）「
川
」
の
意
味
相

構
成
相(C

O
N

ST
IT

U
T

IV
E

)：

長
い
く
ぼ
地
を
流
れ
て
い
る
水

形
態
相(FO

R
M

A
L

)：

水
の
集
合
体

目
的
相(T

E
L

IC
)：

﹇

﹈

生
成
相(A

G
E

N
T

IV
E

)：

地
上
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
水
が
流
れ
る

目
的
相
は
空
白
な
の
で
、「
川
へ
行
く
」
で
は
、
移
動
先
で
の
目
的
が
特
に
明
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
自
然
に
形
成
さ
れ

た
場
所
は
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
の
さ
れ
方
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
川
へ
行
く
」
だ
け
で
は
、
川
へ
洗
濯
に
行
く
の
か
、
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
に
行
く
の
か
、
カ
ヌ
ー
に
乗
り
に
行
く
の
か
、
そ
の
目
的
を
た
だ
ち
に
判
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
し

判
定
す
る
と
な
る
と
、
強
い
制
限
の
あ
る
文
脈
が
必
要
に
な
る
。
そ
し
て
限
定
さ
れ
た
文
脈
が
、
意
味
相
の
一
部
に
焦
点
を
あ
て
る
こ

と
に
よ
り
、
目
的
が
想
起
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
例
え
ば
、
発
話
者
の
発
話
前
の
会
話
や
服
装
、
持
ち
も
の
な
ど
の
状
況
な
ど
に
よ

っ
て
、
洗
濯
が
連
想
さ
れ
れ
ば
「
流
れ
る
」「
水
」、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
あ
れ
ば
「
く
ぼ
地
」
と
「
水
」、
カ
ヌ
ー
で
あ
れ
ば
「
高
低
差
」

の
あ
る
「
水
」
の
「
流
れ
」
と
い
う
よ
う
に
、
特
定
の
活
動
目
的
を
、
目
的
相
以
外
の
ク
オ
リ
ア
役
割
が
支
え
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

川
が
「
多
摩
川
」
な
ど
の
よ
う
に
固
有
名
詞
で
あ
る
場
合
は
、
構
成
相
に
「
整
備
さ
れ
た
河
川
敷
、
土
手
」
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
含
ま

れ
る
た
め
、「
東
京
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
構
成
相
が
あ
る
特
定
の
活
動
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

発
話
時
の
時
期
も
、
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
定
の
季
節
の
行
楽
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
、
発
話
が
な
さ
れ
た
季

節
に
よ
っ
て
は
、
目
的
相
の
意
味
が
積
極
的
に
喚
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
海
へ
行
く
」
と
い
う
発
話
が

暑
い
盛
り
の
夏
に
さ
れ
た
場
合
は
、
行
楽
で
な
い
こ
と
の
方
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
三
　
い
わ
ゆ
る
場
所
名
詞

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
場
所
名
詞
に
「
行
く
」
が
組
み
込
ま
れ
た
場
合
、
そ
の
場
所
に
お
け
る
活
動
目
的
は
、
固
有
名
詞
や
地
形
名

詞
と
は
違
い
が
み
う
け
ら
れ
る
。「
会
社
」
の
場
合
は
、「
会
社
へ
行
く
」
は
、
移
動
先
で
仕
事
を
す
る
こ
と
ま
で
含
意
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。「
会
社
」
の
意
味
記
述
は
、
先
に
見
た
中
型
辞
典
で
は
、
ど
の
記
述
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
他
の
辞
書
の
意
味
記

述
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
を
あ
げ
る
。
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（
八
）
か
い
し
ゃ
【
会
社
】

営
利
事
業
を
共
同
の
目
的
と
し
て
作
っ
た
社
団
法
人
。

「
会
社
」
を
「
社
団
法
人
」
と
説
明
し
て
い
る
の
は
、
先
に
あ
げ
た
す
べ
て
の
辞
典
で
な
さ
れ
て
い
た
が
、
社
団
法
人
と
は
普
通
、

設
立
に
官
庁
の
認
可
を
必
要
と
す
る
公
益
法
人
を
さ
す
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
「
会
社
」
は
こ
の
要
件
を
満
た
さ
ず
と
も
設
立
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
こ
の
意
味
記
述
は
現
実
と
ず
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
生
成
相
、
形
態
相
、
目
的
相
は
、
説
明
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
が
、
構
成
相
に
関
す
る
記
述
は
み
つ
か
ら
な
い
。
会
社
は
人
工
物
で
あ
り
、
実
際
の
建
物
や
部
屋
の
一
室
な
ど
、
物
理
的
に
存

在
す
る
も
の
を
さ
す
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
構
成
相
を
補
っ
て
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。（

九
）「
会
社
」
の
意
味
相

構
成
相(C

O
N

ST
IT

U
T

IV
E

)：

複
合
体
（
資
本
・
組
織
・
場
所
）

形
態
相(FO

R
M

A
L

)：

団
体

目
的
相(T

E
L

IC
)：

営
利
を
業
と
す
る

生
成
相(A

G
E

N
T

IV
E

)：

誰
か
が
組
織
を
作
る

「
会
社
」
が
す
で
に
み
て
き
た
名
詞
と
大
き
く
違
う
の
は
、
目
的
相
に
意
味
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
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め
、「
会
社
へ
行
く
」
と
い
っ
た
場
合
は
、
意
味
す
る
も
の
は
移
動
だ
け
で
は
な
く
、
目
的
地
で
の
活
動
、
そ
こ
で
仕
事
を
す
る
と
い

う
意
味
解
釈
が
自
然
に
さ
れ
る
。

次
に
「
駅
」
を
み
る
が
、
こ
ち
ら
も
ど
の
辞
典
で
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
記
述
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
も
簡
潔
に
ま
と
ま
っ
た
記
述

を
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
の
説
明
を
み
る
。

（
一
〇
）
え
き
【
駅
】

汽
車
・
電
車
な
ど
が
発
着
し
、
客
の
乗
り
降
り
や
貨
物
の
積
み
お
ろ
し
な
ど
を
扱
う
施
設
。

「
駅
」
は
場
所
名
詞
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
「
会
社
」
と
同
様
に
構
成
相
に
か
か
わ
る
も
の
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
そ

こ
を
補
っ
て
意
味
相
を
考
え
る
。

（
一
一
）「
駅
」
の
意
味
相

構
成
相(C

O
N

ST
IT

U
T

IV
E

)：

複
合
体
（
改
札
・
ホ
ー
ム
・
発
着
電
車
）

形
態
相(FO

R
M

A
L

)：

施
設

目
的
相(T

E
L

IC
)：

移
動
す
る

生
成
相(A

G
E

N
T

IV
E

)：

組
織
が
運
営
す
る
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「
会
社
へ
行
く
」
と
違
い
、「
駅
へ
行
く
」
と
い
っ
た
場
合
、
鉄
道
会
社
の
職
員
な
ど
駅
で
働
く
人
以
外
、「
駅
」
に
と
ど
ま
っ
て
何

か
を
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
説
明
の
記
述
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
駅
」
は
通
過
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
誰
か
を
迎
え
に
い
く
た
め

に
駅
に
行
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
駅
に
行
っ
て
そ
こ
で
何
か
活
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
駅
は
乗
り
物
に
の
る
た
め
の

出
入
り
口
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
場
合
は
駅
か
ら
さ
ら
に
先
に
あ
る
ど
こ
か
が
移
動
先
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば

「
駅
に
行
く
に
は
ど
う
行
け
ば
よ
い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
場
合
も
、
と
り
あ
え
ず
の
目
的
地
は
駅
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
電
車
に
の

っ
た
り
、
ま
た
は
バ
ス
に
の
っ
た
り
、
歩
い
た
り
し
た
先
が
本
当
の
目
的
地
な
の
で
あ
る
。「
駅
に
行
く
」
に
お
い
て
移
動
先
で
あ
る

は
ず
の
「
駅
」
が
真
の
移
動
先
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
目
的
相
に
よ
っ
て
そ
れ
自
身
が
「
移
動
」
の
意
味
を
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
駅
へ
行
く
」
は
、
真
の
目
的
地
Ａ
へ
移
動
す
る
た
め
、
今
の
目
的
地
Ｂ
（
駅
）
へ
移
動
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
真
の
目
的
地
Ａ
が
今
の
目
的
地
Ｂ
（
駅
）
の
裏
に
隠
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
点
で
、
固
有
名
詞
や

地
形
名
詞
の
場
合
と
は
異
な
る
。

こ
の
よ
う
な
「
会
社
」「
駅
」
な
ど
と
い
っ
た
場
所
名
詞
は
、
生
成
の
過
程
が
人
為
的
な
も
の
で
、
何
か
の
目
的
を
も
っ
て
設
計
さ

れ
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
目
的
相
は
、
そ
の
施
設
を
利
用
す
る
人
の
た
め
の
利
便
性
を
備
え
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
点
で
、
他
の
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
意
味
相
の
４
つ
の
ク
オ
リ
ア
役
割
の
意
味
特
徴
は
、
そ
の
場
所
が
人
に
提
供
す
る
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
を
よ
り
明
確
に
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
意
味
解
釈
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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三
・
認
知
焦
点

Pustejovsky
(1995 :231 )

は
、
次
の
よ
う
な
例
文
を
あ
げ
、
名
詞
の
目
的
に
よ
る
意
味
解
釈
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

（
一
二
）
a.

T
he

studentis
atthe

board.
b.

John
is

athis
desk.

c.

John
is

atthe
office.

こ
れ
ら
の
文
に
お
い
て
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
た
場
所
、
つ
ま
り
、
何
か
を
書
く
た
め
のthe

board

、
仕
事
を
す
る
た
め
のdesk

な
ど
の
名
詞
の
前
に
、
前
置
詞at

が
置
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
にJohn

は
、
そ
の
前
置
詞
句
か
ら
導
か
れ
る
活
動
、
黒
板
な
ら
何
か
を

書
く
、
机
な
ら
机
か
ら
連
想
さ
れ
る
何
か
の
作
業
と
い
っ
た
も
の
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
、
と
し
て
い
る
。

先
に
み
て
き
た
い
わ
ゆ
る
場
所
名
詞
や
、
東
京
の
よ
う
に
強
い
文
脈
を
作
り
う
る
固
有
名
詞
な
ど
の
場
合
、「
場
所
」
へ
「
行
く
」

の
構
文
が
単
に
移
動
だ
け
を
示
す
の
で
は
な
く
、
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
の
目
的
相
や
、
他
の
相
が
意
味
を
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

文
の
表
面
上
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
移
動
先
の
活
動
目
的
ま
で
を
含
意
す
る
現
象
と
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

国
広
（2002 b:

165

―166

）
は
、
意
味
相
に
お
け
る
「
認
知
焦
点
の
移
動
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
ク
オ
リ
ア
役
割
で
い
え
ば
、
あ
る

部
分
｜
形
態
相
や
目
的
相
な
ど
の
一
部
分
に
焦
点
が
絞
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
義
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、

「
学
校
」「
銀
行
」
な
ど
は
、
場
合
に
よ
り
そ
の
一
部
分
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
が
、
つ
ね
に
ほ
か
の
す
べ
て
の
部
分
が
裏
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で
支
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
、（
一
二
）の
例
や
本
稿
で
み
た
場
所
名
詞
な
ど
の
場
合
、
目
的
相
に
焦
点

が
あ
て
ら
れ
た
結
果
、
活
動
ま
で
が
含
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Pustejovsky
(1995 :231 )

は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
文
を
あ
げ
て
い
る
。

（
一
三
）
a.

Z
ac

is
in

schoolfrom
9 :00

am
to
3 :00

pm
.

b.

M
ary

is
in

hospitalw
ith

a
broken

leg.

in

が
導
く
名
詞school

やhospital

は
多
義
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
名
詞
の
目
的
相
の
特
徴
に
よ
っ
て
、Z

ac

やM
ary

の
所
在
地

が
示
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
入
院
中
で
あ
る
」、「
勉
強
し
て
い
る
」、
と
い
っ
た
活
動
、
お
よ
び
「
患
者
で
あ
る
」、「
生
徒
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
ま
で
が
示
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
解
釈
は
、
意
味
相
の
ほ
ぼ
全
体
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

本
稿
で
み
て
き
た
例
文
の
場
合
に
、
多
義
が
発
生
す
る
理
由
と
し
て
、
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
の
意
味
相
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に

「
行
く
」
と
い
う
動
詞
の
特
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
行
く
」
は
非
能
格
自
動
詞
で
あ
る
か
ら
、
意
図
的
な
移
動
動
詞

と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
の
「
行
く
」
は
、
単
純
に
移
動
先
だ
け
を
要
求
す
る
場
合
と
、
さ
ら
に
移
動
先
で
の
活
動
目
的
ま
で
を
要
求

す
る
と
い
う
、
２
つ
の
項
を
要
求
す
る
と
仮
定
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
目
的
相
が
空
白
の
場
合
は
、
特
に
移
動
先
で
の
目
的
は
明
示
す

る
必
要
が
な
く
な
る
が
、
目
的
相
に
な
ん
ら
か
の
意
味
特
徴
が
存
在
す
る
場
合
、
ま
た
は
文
脈
上
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
移

動
先
で
の
活
動
が
明
示
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

場所をあらわす名詞の意味相41



以
上
、
場
所
を
あ
ら
わ
す
名
詞
に
つ
い
て
、
意
味
相
の
視
点
か
ら
、「
行
く
」
と
と
も
に
使
わ
れ
た
場
合
の
移
動
先
と
移
動
先
で
の

活
動
に
つ
い
て
の
違
い
を
い
く
つ
か
の
用
例
か
ら
み
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
、
分
析
の
視
点
の
ひ
と
つ
に
、
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
。
意
味
相
を
項
に
わ
け
て
考
え
て
い
く
と
、
ど
う
し
て
も
時
間
の
流
れ
を
記
述
す
る
必
要
が
生
じ
る

よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
川
」
は
常
に
水
が
流
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
、「
海
」
は
水
が
た
ま
っ
た
状
態
で
あ

る
。
ま
た
、「
駅
」
は
と
ど
ま
る
時
間
が
極
め
て
短
く
点
的
で
あ
る
の
に
対
し
、「
会
社
」
は
あ
る
一
定
時
間
、
建
物
の
中
に
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。P

ustejovsky
(1995 )

は
、
動
名
詞
、
動
詞
か
ら
派
生
し
た
名
詞
（exam

ination

な
ど
）
の
意
味
相
をprocess,

state,
event

な
ど
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
要
素
を
ど
こ
ま
で
名
詞
の
意
味
相
に
取
り
入
れ
る
か
は
、
な

お
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

注（
１
）
場
所
名
詞
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
寺
村
（1968

）、
田
窪
（1984

）
に
分
析
が
あ
る
が
、
一
般
に
は
「
行
く
」
と
と
も
に
使
わ
れ
た
場
合
、
場
所
名
詞
「
ト
コ
ロ
」
が
つ

か
ず
に
文
が
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ク
オ
リ
ア
役
割
の
構
成
相
に
よ
っ
て
場
所
性
が
示
さ
れ
る
名
詞
を
場
所
を
あ
わ
ら
す
名
詞
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

多
義
を
も
つ
名
詞
の
場
合
、
場
所
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
り
、
議
論
を
す
す
め
て
い
く
上
で
の
混
同
を
さ
け
る
た
め
で
あ
る
、

（
２
）Pustejovsky

の
意
味
相“Q

ualia
Structure”

を
用
い
た
日
本
語
の
意
味
分
析
は
影
山
（1999 ,

2001 ,
2002

）、
松
村
・
板
東
（2005

）、
吉
村
（2001

）、
国
広
（2002 a

）

（2002 b

）
な
ど
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
３
）Pustejovsky

(1995 )

は
、
す
べ
て
の
品
詞
に
ク
オ
リ
ア
構
造
を
認
め
て
お
り
、
語
に
す
べ
て
の
相
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。(1995：

76 )

こ

の
生
成
語
彙
論
は
、
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
名
詞
の
ク
オ
リ
ア
役
割“Q

ualia
role”

の
名
詞
の
分
析
の
部
分
の
み
を
参
考
に
し
て
考
察
を
行

う
。
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（
４
）
こ
こ
で
国
広
（2002 a

）
が
「
相
」
と
す
る“Q

ualia
Structure”

の
４
種
類
の
分
類
（Q

ualia
role

）
は
「
ク
オ
リ
ア
役
割
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
５
）「
横
浜
」
と
う
い
う
語
か
ら
、
港
町
、
お
し
ゃ
れ
な
町
、
流
行
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
話
題
に
の
ぼ
る
エ
リ
ア
、
な
ど
の
意
味
を
人
に
よ
っ
て
は
含
め
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
連
想
に
よ
る
意
味
と
考
え
、
こ
こ
で
は
考
慮
に
は
い
れ
な
い
。

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
助
言
や
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
国
広
哲
弥
先
生
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
思
い
違
い
、
間
違
い
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
も
含
め
、
本
稿
の
内
容
は
筆
者
１
人
の
責
任
に
帰
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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